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『学校で性暴力がおこったら　チームで立ち向かう緊急対応・再発防止』
　　田口奈緒編著、合同出版、2025 年 12 月、2,000 円（税別）

　本書の元になっているのは、2020 年に発行された『学校で性暴力がおこっ

たら　被害・加害児童生徒が同じ学校に在籍している場合の危機対応手引き』

（以下「手引き」※）。この「手引き」は、編著者の田口奈緒（兵庫県立尼崎総

合医療センター産婦人科部長）が理事を務める NPO 法人 性暴力被害者支援セ

ンター・ひょうごのホットラインに寄せられた学校の先生からの切迫した相談

がきっかけになった。「被害者も、加害者も、うちの大切な生徒。どうしたら

いいのでしょうか」―。実践的な内容を盛り込んだこの「手引き」は、「地元・

兵庫の教育委員会や学会での発表、SNS による拡散を経て全国規模で大ブレイク」し、いくつか

の県でご当地版が作成されたり、執筆者が各地の研修に呼ばれたり、内閣府からヒアリングを受

け「生命の安全教育」プログラムに一部知見が参考にされたりなど、大きな反響があったという。

　本書は、「手引き」での「学校内で起こった性暴力への対応」に加え、「学校外で起こった性

暴力について打ち明けられた場合」についても取り上げられている。

　「第 I部 学校でできる性暴力対応」「第Ⅱ部 チームで取り組む支援の実際」に分かれ、それ

ぞれ、医療・教育・司法・心理・被害者支援の専門家が執筆。

　第I部は「性暴力対応のタイムライン」「性暴力への初動対応」「被害児童生徒への支援」「性

問題行動を起こす児童生徒への支援」「学校で起きた性暴力　こんなときどうする？」「学校外

で性暴力が起こったとき」「SNS での性暴力」で、具体的な対応の仕方や必要な知識が示されて

いる。第Ⅱ部は「外部機関との連携」「ケースでわかる性暴力対応」「性暴力が起きないために

学校でできること」。10 の架空事例も紹介され、リスクマップを使用したシュミレーショント

レーニングの題材としても活用できる。巻末には「少年事件の手続き・性暴力にまつわる法制度」

や相談先、おすすめの本・サイトも掲載され、必要な情報や知識を得ることができる。

　冒頭には、「性暴力」の定義が次のように書かれている。「性暴力とは、性を手段にした暴力

のことであり、「本人の意に反した性的な言動」」「被害者が「嫌だ」と言ったときだけではな

く、「嫌だけれども断れない」「逃げられない」「応じざるを得ない」といった状況も指します」。

性暴力は様々なパワーバランスの差の中で起こるもので、残念ながら特別なことではなく、日常

生活の中で思っている以上に起きていると認識しておいたほうがいいと思う。

　性暴力が起こったときは、何より初動対応が大事だと言われる。初動で適切な対応がおこなわ

れるかどうかで、被害者のその後の回復に大きな影響があるという。とりわけ子どもの被害は、

周りのおとながどれだけ知識を持ち、その SOS をキャッチし、適切に対応できるかが重要だ。

　編著者の田口は「はじめに」で、「執筆者としての願いは、年に 1 回でよいので危機管理のト

レーニングとして本書を活用し、学校全体でシュミレーショントレーニングを行っていただくこ

と」「めったに起こらない火災に対して毎年避難訓練をするならば、もっと高い頻度で起こる性

暴力事案に対して時間を割くのは、子どもたちを守る上で合理的です」と書いている。各学校に

１冊、いや、子どもにかかわるおとなたちには、ぜひ手元に置いて活用していただきたい。（H）

※「手引き」は以下のサイト（または右のＱＲコード）からダウンロードすることできます。

　　https://onestop-hyogo.com/atschool/



寒い季節が来ると中学陸上部キャプテンの K

君を思い出す。彼は駅伝で区間賞 3 位と発表

された後、計算誤りを申し出て 4 位に転落。

この清々しい信念を衆院選でも期待したい。嘘

やデマや誹謗中傷はもうこりごりだ。（N）

雪です。今年は、丹波でも雪がよく降り積もっ

ています。ここ何年か見ない風景を見ていま

す。ほとんど毎日車で神戸に来ている私にとっ

ては「真っ白な雪景色、きれいだなあ」なんて

言っていられません。「雪よ、降らないで、積

もらないで」と祈る毎日です。（Ho）

辞めてほしい指導者たち、トランプ大統領、習近

平国家主席、金正恩総書記、プーチン大統領、ハメネ

イ師、ネタニヤフ首相、日本の国や地方の何人か。皆

さん来年の今頃も現職でしょうか……、嫌だな（ka）

最近参政党の差別街宣について若い人と話す機会があ

り、それなりに会話できた気がする。衆院選では昨夏

の参院選以上にヘイトがばらまかれるだろう（参政党だ

けでなく）。反差別の声をしっかりあげていきたい（H）

姫路名物『御座候』が運営するあずきミュージアム

に行きました。食物繊維やポリフェノール、鉄分や

ビタミン B 群が豊富な上、小豆の赤色は魔除けに

もなるそうな。良いこと尽くしの小豆を食べて、か

らだを健やかに保ちたいです。（ひ）

※ honto（https://honto.jp/store/news/detail_041000125104.html?shgcd=HB300）より


